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バイオフィルムの細胞外多糖類に対する各種酸化剤による除去作用
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【目的】生活環境や生体において､バイオフィルムの形成により､細菌の殺菌

剤をはじめとする種々のス トレスに対する抵抗性が高まることが知られており､

衛生管理においてバイオフィルムを除去が重要な課題となっている｡微生物が分

泌する細胞外多糖類 (Extracellularpolysaccharlde,EPS)はバイオフィルムの
形成およびその構造維持に重要な役割を果たしている｡人工的に形成させたバイ

オフィルムを用いて､種々の酸化剤 (NaCIO､NH2C1など)によるEPS除去につい

てクリスタルバイオレットを用いた測定により検討を行った｡

【方法】バイオフィルムの調製は前培養 ･希釈を行ったP.fluorescensおよび

E.colj'菌液 100LLLを96穴ディシュに加え30℃で一晩静置培養により調製した｡

培養液を除去後､あらかじめ調製した殺菌剤水溶液に一定時間曝露した｡残留酸

化剤をチオ硫酸で中和し､さらに純水で洗浄したのち一晩放置し､EPS層を乾燥さ

せた｡乾燥後クリスタルバイオレット (CV) により残留する EPSを染色した後､
EPSに吸着したCVを一定量のエタノールで溶出し吸光度(595nm)を測定した｡空
試験との比によりEPS除去率を求めた｡残留塩素濃度はDPD法により測定した｡

【結果および考察】p.fluol･eSCeDSのEPSに対する､NaCIOと NH2C1(10､100mg/L)
作用では､高濃度 NaCIOは最初の 5分にEPSはおよそ半分に減少したが､低濃度

では 30-60分必要とした｡いずれの濃度においても時間の経過とともに減少率が

低下した｡NH2C1では180分後でもEPSの減少は観察されなかった｡E.collのEPS

では､NaCIO､Ⅶ 2C1ともに減少が観察され､NaCIOの作用が著しかった｡バイオフ

ィルム EPSに対する塩素剤の作用は､塩素剤の種類や形成細菌によって異なるこ

とが示唆された｡殺菌作用とEPS除去の関連についてさらに検討を加える｡


